
コンピュータと論理A

第2回 2023年9⽉27⽇
コンピュータの仕組み
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始める前に︓
①ノートPCの電源を⼊れてください
②Wi-Fi等でインターネットに接続してください



1.1 ハードウェアとソフトウェア
• コンピュータを構成する要素
–ハードウェアとソフトウェア
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ハード と ソフト︖



• ハードウェア
–「もの」
–本来は「⾦物類、⾦属製品」の意味らしい
（ref. wikipedia）

• ソフトウェア
–ハードウェア以外、「中⾝」
– OS、アプリケーションソフト、（データ）
–コストをかけずにいくらでもコピーできる
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1.1 ハードウェアとソフトウェア

• 五⼤装置
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1.1 ハードウェアとソフトウェア

• ソフトウェアの役割→
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プログラムの交換が可能

同じハードでも
⽤途を変えられる



1.2 OSとアプリケーション

• ハードウェア
• ソフトウェア
–基本ソフト＝オペレーティングシステム（OS）
• ユーザがハードウェア資源を有効に活⽤し，さまざ
まな機能を効率よく利⽤できるよう⽀援，サービス
をするソフトウェア

–応⽤ソフト＝アプリケーションソフト
• ユーザがコンピュータ上で実⾏したい作業を実施
する機能を直接的に有するソフトウェア
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ソフトウェア
＝プログラム
＝命令の集まり

コンピュータ ソフトなければ ただの箱



1.2 OSとアプリケーション

• OSの役割
– OSがハードウェアの違いを吸収

• たとえば「Windows11」で動くようにア
プリを開発すれば，ハードウェアの違い
は気にする必要なし．

• ハードウェアごとに開発する必要が無い
＝効率的・開発コストの削減

– OSのメーカーがAPIを提供
＝効率的・開発コストの削減

– ユーザーインターフェースの共通化

7



70%

17%

7%
3%3%

Windows macOS Unknown
Chrome OS Linux

1.2 OSとアプリケーション

• OSの種類（現役かつ主なもの）
– Microsoft Windows
– Linux
– macOS
– Chrome OS
– Android
– iOS
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UNIX系

2023年3⽉
デスクトップOSシェア
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1.2 OSとアプリケーション

• OSの種類（現役かつ主なもの）
– Microsoft Windows
– Linux
– macOS
– Chrome OS
– Android
– iOS
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UNIX系

2023年3⽉
モバイルOSシェア



1.2 OSとアプリケーション

• アプリケーションソフトの種類
–通常はOS依存（OSが異なると利⽤できない）
• ⽂書作成（Wordなど）
• 表計算（Excelなど）
• プレゼンテーション（PowerPointなど）
• ウェブブラウザ（Edge，Safari，Chromeなど）
• ゲーム
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1.2 OSとアプリケーション

• 利⽤者にとってのOSを使うメリット
–ユーザインタフェースの共通化
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２．プログラムの仕組み

コーディングとプログラミング
コンパイラとインタプリタ
エミュレーター

12



2.1 コーディングとプログラミング

• ソースコード ＝ ⼈間が書いたコンピュータへの
指令（プログラミング⾔語で
書かれている）

• 実⾏ファイル ＝ コンピュータが理解できる⾔葉
（プログラム） （機械語で書かれている）
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プログラムを作ること＝プログラミング
ソースコードを書くこと＝コーディング

プログラミング⊃コーディング



2.2 コンパイラとインタプリタ

• コンパイラ
– 事前に機械語に変換

• インタプリタ
– 実⾏時に機械語に変換
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ソースコード

コンパイラ インタプリタ

ソースコード

実⾏

実⾏しながら
機械語に変換

まとめて
機械語に変換
（実⾏しない）

実⾏

実⾏ファイル
（機械語）



2.2 コンパイラとインタプリタ

• たとえば…マイクロソフトのワードは
WINWORD.EXEという実⾏ファイル
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ダブルクリックすると
ワードが起動する



2.2 コンパイラとインタプリタ

• WINWORD.EXEは機械語であってソースコードは
配布されていない
＝⼀度コンパイラで⽣成された機械語ファイル
は実⾏時にソースコードを必要としない
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2.2 コンパイラとインタプリタ
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コンパイラ インタプリタ
実⾏速度 既に機械語に変換済み

なので速い
実⾏するたびに変換す
るので時間がかかる

ソフトの公開 ソースコードを⾒せず
にソフトを公開できる

ソフトを公開する＝⼿
の内を全部⾒せること
になる

開発の仕⽅ 変換には時間がかかる
ので気軽に変換できな
い

ソースコードをちょっ
と修正しては実⾏，を
気軽に繰り返すことが
できる

コンパイルまたはビルドという



2.2 コンパイラとインタプリタ

• コンパイルとビルドの違い
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スポンジを
作る

0100
1101

コンパイル

⽣クリームを
作る

コンパイル

1010
0011

合体
（リンク）

ビルド



2.2 コンパイラとインタプリタ

• 最近のプログラミング⾔語
（Javaなど）
– バイトコード（中間コード）
⽅式
• さまざまなOSや環境で同じ
プログラムを実⾏できる
（仮想マシンが違いを吸収）

• インタプリタより処理が⾼速

19

コンパイラ

バイトコード

仮想マシン

ソースコード

実⾏

事前に変換

変換しながら
実⾏

通常の実⾏ファイルはOS依存．
バイトコードはOS⾮依存．



2.3 エミュレータの役割
• コンパイルされた実⾏ファイルはOS
やハードウェア（CPUなど）が違うと
実⾏できない
⇒ ほかの環境で実⾏するアプリケー
ションソフトを開発するのに困る

仮想的にほかの計算機の機能を模擬
して例えばWindows上でAndroidのアプ
リをうごかしたりできる
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エミュレーター



授業に必要なソフトの
インストール＆設定
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この授業に必要なソフト
• MS Office365（ワープロなど）
• レポートを書くときに必要

• BlueStacks（Androidエミュレータ）
• 作ったアプリを実⾏するときに必要

• Google Chrome（ウェブブラウザ）
• アプリを開発するときに必要

• Notepad++（テキストエディタ）
• テキストファイルを編集するときに必要
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BlueStacks
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BlueStacksとは
• WindowsでAndroidのアプリを
動かすためのエミュレータ
※ M1,M2 chipのMacでは動か
ないので別途指⽰します
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プログラミング概論の
web pageへ

http://daisy.fwex.tohoku-gakuin.ac.jp/progintro.html
を開く（PDFのリンクをクリックするなど）

必要なソフトへのリンクが張られている
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http://daisy.fwex.tohoku-gakuin.ac.jp/progintro.html


「BlueStacks 5」をクリック 26



27

[BlueStacksをダウンロード]をクリック
※ 2023/9/27時点では 5.13バージョン
操作を聞かれた場合は[保存]を選択する



28①エクスプローラを起動

②「ダウンロード」をクリック

③「BlueStacksInstaller_5.13…」
をダブルクリック



29

アプリのデバイスへの変更を許可
⇒ 「はい」をクリック



30[今すぐインストール]をクリック



31

何回かダウンロードされる

これが終わったら完了



32インストール完了→設定へ（p.35へ）

デスクトップのアイコンで起動
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[続⾏]をクリック

[はい]をクリック

Windowsの設定が必要な場合
（下のメッセージが出たとき）

[再起動]をクリック
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Windowsの設定でもダメな時
（下のメッセージが繰り返される場合）

BlueStacksのアイコンを右クリック
→[プロパティ]をクリック

[詳細設定] → [管理者として実⾏]をチェック → [適⽤] → [続⾏]
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BlueStacksの設定

画⾯右下部の⻭⾞（設定）をクリック



36[ディスプレイ]をクリック
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１

解像度の設定︓カスタム → 解像度を追加する
横 480 縦 800 DPI 240 に設定
右のアイコンをクリック

2

3



38[変更を保存]→[再起動する]
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右上Ｘをクリック
[閉じる]をクリック
アプリを終了



Google Chrome
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ブラウザーの⼀種．AppInventorを動作
させるために必要な環境でもある．



←戻るをクリック
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「Google Chrome」をクリック 42



43「Chromeをダウンロード」をクリック



44①エクスプローラを起動

②「ダウンロード」をクリック

③「ChromeSetup.exe」
をダブルクリック



45「はい」をクリック



46「デフォルトとして設定」をクリック



Google Chromeを選択
47



「規定値に設定」をクリック 48



×閉じるをクリック 49



Chromeで
http://daisy.fwex.tohoku-gakuin.ac.jp/progintro.html
を再度開く（PDFのリンクをクリックするなど）
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http://daisy.fwex.tohoku-gakuin.ac.jp/progintro.html


ブックマークに登録→☆をクリック
ブックマークバーを選択→完了
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1

2

3



右上の︙（設定）をクリック⇒ブックマーク
⇒ブックマークバーを表⽰をクリック
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次回からは、ブックマークをクリック
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54

タスクバーにChromeを登録︓スタートメニューの
「すべてのアプリ」をクリック



GoogleChromeを右クリック⇒詳細⇒タスクバーにピン留め
する
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（Windows10の場合）スタートメニューのGoogleChromeを
右クリック⇒その他⇒タスクバーにピン留めする
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Notepad++
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Notepad++とは
• Windowsでテキストデータ(⽂字コードデータ）
を作成編集するためのアプリ（エディタ）
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プログラミング概論のブックマークを
クリック
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「Notepad++」をクリック
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61downloadをクリック
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download⇒Notepad++ v8.5.7 をクリック



63
DOWNLOADをクリック⇒ダウンロードが終わるまで待つ
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ダウンロード完了
⇒npp.8.5.7.Installer.x64.exeをクリック



65

⽇本語を選択→OKをクリック
ユーザーアカウント制御︓
「はい」をクリック
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「同意する」をクリック「次へ」をクリック
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「次へ」をクリック「次へ」をクリック
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「完了」をクリック「インストール」をク
リック



69
（⾃動で）起動後「設定」⇒スタイル設定をクリック
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スタイルの詳細⇒「Default Style」を選択
フォント名⇒「MSゴシック」を選択
「保存して閉じる」をクリック



終了︓今⽇のまとめと次回予告
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n今回インストールしたもの
nBlueStacks
nGoogle Chrome
nNotepad＋＋

nこれらはどのような働きをするアプ
リでしょう

n次回はBlocklyと変数について



Mac⽤のandroid
エミュレーター
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Mac M1,M2 chipの場合
• (Windowsではなく)Macの側に Android 
Studio を⼊れると良い
• https://omoiji.com/m1arm64-androidemu/
• 「Android Studio (Mac 64-bit ARM版)をイン
ストールしてみる」の部分を参照

• https://sp7pc.com/google/android/60164
の⽅が情報が新しそう
• 4” WGA (Nexsus S)でデバイスを作成する
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https://omoiji.com/m1arm64-androidemu/
https://sp7pc.com/google/android/60164


ダウンロード
• https://developer.android.com/studio

74

1 2

Downloadをクリック à 許諾のチェック à [Mac with Apple chip]

https://developer.android.com/studio


ダウンロード
• https://developer.android.com/studio
下の⽅のリストから直接Downloadでも良い

75Mac (64-bit, ARM)

https://developer.android.com/studio
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android-studio-2022.3.1.19-mac_arm.dmg を実⾏
以下のようにする（どちらでも良い）
• Downloadから実⾏
• ChromeのDownload listから実⾏

⽮印のようにドラッグする



•アプリケーションから[Android Studio.app]
を実⾏する
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•キリンの絵の後⽴ち上がる
• More Actions à Virtual Device Manager
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79
Create Device à [4” WVGA（Nexus S）]を選択するà Next
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Next à Finish



81[4” WVGA（Nexus S）]を選択 à ▶ のボタンをクリック



82


